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猛暑か大雨。毎日が何かしらの不快を感じる天候となり、生活するに耐えがたい夏となりまし
た。連日のように熱中症対策をするよう、天気予報で伝えられますが、これだけ暑いと対策にも限
界があるように感じます。エアコンをかけた自宅から外に出ないのが一番の対策だと実感してき
た今日この頃です。そう思いつつも、今日も突き刺さる太陽の日差しをにらみ返しながら出かけ
ます。このイライラはいつになったら解消するのでしょうか。 
さて、このところ「日本人ファースト」というのが世間をにぎわせるようになりました。最初に

テレビで見たときは、メジャーリーグのどこかのチームで日本人野手がファーストで起用された
のかと勘違いしたくらい軽い気持ちでいましたが、日本にここまで影響を与えている状況に驚き
を持っています。そのうち、「健常者ファースト」とか、「労働者ファースト」とかというワードに
転換されていくと、やっかいだなと思います。そのような心配を言葉にするのも 憚

はばか
られる雰囲気

すら感じています。 
だんないでは、これまで「ピープルファースト」のワードを前面に押し出した活動をしてきただ
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けに、「日本人ファースト」は排他的に感じ、どうしても目をそむけたくなるというか、一定の距
離を置きたくなります。ただ、それだけ日本や世界中に何らかの大きな不満が渦巻いているのだ
ろうなと、自分を納得させるように言い聞かせています。いずれにしても、あの「相模原事件」み
たいな私たちを震え上がらせる出来事が起こらないことを願うばかりです。 
そのような思いを持ちながらも、だんないでは今年も「夕涼み会」や「喫茶だんない」などのイ

ンクルーシブ化構想企画を開催しています。暑さや雨が厳しい中でも、たくさんの方々に参加し
ていただいています。自治会の夏まつりにも、だんないとして当たり前のように参加させていた
だいています。そんな「当たり前」が、こういう世の中だからこそ嬉しく感じます。 

 最近になって、ウォーキング用Tシャツが出来上がりました。前面には「No
ノー

 More
モ ア

 Barriers
バリヤ ーズ

, 
More
モ ア

 Inclusion
インクルージョン

!」、背面には‘’「だん」の「ない」社会を‘’と記されています。赤と白の２種類があ
り、どちらかを着てウォーキングをしています。なかなか良い仕上がりになり、モチベーションも
上がっています。今後は、市内でステッカー貼付依頼活動を行う際も、このウォーキングT シャ
ツを着ることに決めました。 
秋にかけて、ウォーキングシーズンに入ります。夕暮れ時、赤と白の T シャツを着た集団が湖

岸沿いや国道沿いを歩いていないか気にかけていただけると幸いです。そして、やさしくリアク
ションしてもらえると、さらに嬉しいです！きっと前田さんも笑顔になるでしょう。 
戦後８０年。そんな他愛もないことで笑っていられる状況が末永く続いてほしいものです。 
 

美濃部 裕道（みのべ ひろみち） 
―・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 

電動くるま座、一回戦に出場しました！ 
中川 佑希（なかがわ ゆうき） 

8月 19日、大阪・心斎橋PARCOの中にある劇場「space14」で行われたM-1グランプリ２０２
５一回戦に、私たち「電動くるま座☆」が出場しました。 
舞台に上がるには階段が 5 段あるので、人力で車いすごと持ち上げてもらい、マイクも低めに調
整してもらいました。3年前に出たときと比べると、だんだん対応してもらえるようになってきて
いるなと感じました。 
ただ、ちょっと気になることもありました。舞台での説明や、やり取りが僕ではなく相方に伝えら
れることが何度かあったり、出番順を最後に変えられたのも相談なく決まっていたり。自分がそ
こにいても「当事者」として見てもらえていないような感覚が残りました。 

 
☆ 「電動くるま座」とは僕、中川佑希と誰かがコンビを組みネタをやります。 
コンビでありユニットのようなもの。もしかすると次の相方はあなたかも！？ 
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職員リレートーク 

障害の社会モデルという考え方でいうと、僕の「できないこと」そのものが障害なのではなくて、
環境やコミュニケーションのあり方が障害を生み出しているんですよね。今回でいうと、階段が
あることや、本人を飛ばして話が進んでしまうことが「バリア」になっていました。 
もちろん、スタッフさんが慌ただしい中で舞台に上げてくれて、マイクを調整してくれたことに
は感謝しています。でも、ほんの少し「本人に声をかける」ということがあるだけで、感じ方は全
然変わると思います。 
今回の挑戦は、舞台に立つ経験としても、社会のことを考えるきっかけとしても大きなものでし
た。これからもっと継続をしていきたいと思います。 

―・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・ 

 
だんない企画に関わっての感想 

福井 美里（ふくい みさと） 
今年度も例年通り様々な企画が行われ今年も上半期があっという間に過ぎました。 
介助者も限られた人数で行うこともありますが、「だんないのメンバー」としての団結や、一人
ひとりの臨機応変な対応で「チームさざなみ」としても年々レベルアップしているのが実感で
き、だんないらしい活動ができていると思います。 
 そして昨年から水面下で進められてきたプロジェクトであったウォーキング企画が 1周年とな
り「No

ノー
 More
モ ア

 Barriers
バリヤ ーズ

, More
モ ア

 Inclusion
インクルージョン

!」 
訳:バリアはもういらない、もっとインクルージョンに！→【だんのない社会を！】という思いを
表したTシャツが完成し、このメッセージをより多くの人
に伝えられるようにこの夏からそのTシャツを着てウォー
キングをするようになりました。SNSでもその様子を発信
しているのでぜひ見てみてください。今後のさらなる活躍
に期待しながらも、この先も当事者さんのやりたい活動の
サポートができるように私自身も精進していきたいと思い
ます。 
 

―・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・―・－・－・－・－・－・－・－・－・－・ 
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日記を付けるメリット 
髙橋 正樹（たかはし まさき） 

皆さん毎日、日記を書いていますか？ 
私は日記なんて小学生の時夏休みの宿題で毎日日記を書いていたくらいで、社会人になってから
は書く機会 意欲がまったくありませんでした。 
私の姉も毎日寝る前に日記を書いていてよくそんな面倒くさいことを毎日続けられるなと思って
いました。 
しかしこの前テレビで社会人が日記を付けるメリットという番組をやっていました。 
メリットというのが①「成長につながる」、②「記憶に残る」、③「ストレス解消の効果が期待で
きる」の 3つです。 
例えば仕事でミスをした場合そのミスを客観的に振り返って日記に書くことで、原因や改善点が
分かり、ミスを繰り返さないように行動でき、また勉強やダイエットなど継続的な努力が必要な
ことに取り組んでいる場合は、日々の頑張りが視覚化でき、モチベーションを高く保てます。 
そして、日々の出来事を日記に書いていれば、嬉しかったこと、悲しかったことも記憶に残りま
す。後で日記を見返したとき、「◯◯さんにこんなことしてもらったな」と感謝の気持ちを思い
出せたり、「あの時落ち込んでたけど、ちゃんと頑張れていたんだな」と自分自身の姿にエール
をもらったり。普通に過ぎていく 1日 1日も日記を書いた記憶を辿ることで大切に思えてきま
す。 
そして、「書くこと」で気持ちがスッキリし、自分の感情や悩みを日記に書けば、心も頭も整理
しやすくポジティブに切り替えられやすくなります。思い出しましたがこれはYouTuberの方も
よく推薦されていてとてもおすすめみたいです。以上 15分間その番組を真剣に観ていたのです
が、日記を書くことがこんなに人を大きくするのかとびっくりしました。 
これを機に私も毎日短文の日記を書いていこうと思いペンを持ち‥ 
やっぱめんどくさい！ 笑 

―・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・―・－・－・－・－・－・－・－・－・－・ 
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7月1日 長浜市長面談 

 米原市長面談 

 米原市権利擁護センター運営委員会 

2日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 事務局会議 

 令和7年度第1回滋賀県障害者差別のない共生社会づくり委員会 

3日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 学齢期班コア会議 

7日 拠点整備と拠点コーディネーターの業務に係る協議 

 だんない元気マンサロン 

 BCP研修 

８～９日 

 

職員研修 

「虐待防止および身体拘束適正化」について 

11日 伊吹民生委員 視察調査 

 わだちプロジェクト 

14日 だんない上映会 

15日 ネイルサロン 

16日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 学齢期班会議 

17日 令和7年度第1回滋賀県障害者施策推進協議会 

18日 だんない生き生きサロン 

 第2回湖北じんけん講座 

19日 瀬田東文化振興会会議 

 福祉とデザイン研究会 

21日 だんない元気マンサロン 

22日 だんない企画会議 

 さざなみケース会議 

23日 相談支援初任者研修 

24日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 権利擁護・虐待防止班会議 

 じゅぷ運営委員会 

25日 相談支援初任者研修 

26日 コメディスタジアム 

29日 バリアフリー調査＆啓発 in米原 

31日 「湯田っこたいけんクラブ」 ボッチャ 

8月1日 千田夕涼み会～だんないちょこっと祭り～ 

 ガル第三者委員会 

2日 DET 

 ピープルファースト あつまろう会 in長浜夏まつり 

4日 だんない元気マンサロン 

5日 条令見直し検討委員会 

 ネイルサロン 

活動報告 



 

6 
 

６日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 事務局会議 

 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 地域移行推進班会議 運営会議 

７日 だんない企画会議 

 さざなみケース会議 

１２日 千田夏祭り 

１６日 瀬田東文化振興会定例議会 

１８日 だんない元気マンサロン 

１９日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 地域移行推進班会議  

２０日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 運営委員会 

 GH評価会議 

２２日 だんない生き生きサロン 

２５日 福祉とデザイン意見交換会 

 ピープルファースト あつまろう会 in木之本花火大会 

２６日 バリアフリー調査＆啓発 in彦根 

２７日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 当事者サポーター推進班会議 

２８日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 権利擁護・虐待防止班会議 

３０日 第３回ONEボッチャ選手権 

―・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・―・－・－・－・－・－・－・－・－・－・ 
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題字・イラスト 福井 美里 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
NPO法人CILだんない   〒529-0423 

代表  美濃部裕道    滋賀県長浜市木之本町千田６８１番４ 

副代表 中川佑希       TEL ： ０７４９－５０－３６３９ 

理事  谷口健人、前田貴行、横山卓馬 FAX ： ０７４９－５０－３９６１ 

郵便振替口座番号：ゆうちょ銀行木之本支店 URL：cil-dannai.jp 

00940-2-209115 E-mail：info@cil-dannai.jp 

加入者名    ：NPO 法人CILだんない 

-前田のつぶや記
き

- 

みなさんこんにちは、前田です。 
今回ウォーキングTシャツができたのですが、前田の体の不調もありしば

らくウォーキングは参加できるときだけ参加するようにしました。 
でも、8月に入ってから 15日に夕方美濃部からウォーキングの誘いがあり

前田は谷口ヘルプだったため参加することになり豊公園から長浜の大仏まで
谷口の電クルを操作しながら歩きました。 
操作しながらのウォーキングは普通に歩くよりかは軽やかでペース良く歩

けたように思いました。 
美濃部はこの暑い中ウォーキングウォーキングと誘ってきますが、僕はそ

の感覚がまったく理解できません。 
もうすぐ夏が終わりウォーキングシーズンと言われる秋がやってきます

が、きてほしいような〜きてほしくないような複雑な気分です。 
まぁ美濃部はそんなことお構いなしに誘ってくると思いますが、やりぬい

て見せたいと思います。 
やりぬけるかどうか分かりませんが・・・（笑） 




